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            「キーワーク」は、私の造語です。 

キーワード➕ワークは、キーワー 

ドを元にしてワーク（活動）すると 

いう意味合いです。「これまで私た 

ちは、「つなぐ」というキーワード 

を元にしたワーク（ボランティア活動）をしてきた感 

があります。外国にランドセルを送る活動もそれです。 

また、平和の鶴プロジェクトは、人の手で心を込め 

て折られた鶴を一羽一羽つないで、平和を希求する皆 

さんの気持ち、願いをつないだ合作です。平和を願う 

尊い意識の集合体が平和の鶴といえないでしょうか。 

ボランティア活動は、縦糸と横糸が織りなす絵模様の 

ようなもの、意識の集合体の行為と捉えてはいかがで 

しょうか。先般の東日本区大会にて、私たちのクラブ 

は、ブリテン最優秀賞を受賞しました。選定理由に、 

（クラブの）外に向けた意識、ワーク（活動）がずっ 

となされてきたという趣旨説明でした。加えて、他の 

クラブにないという文言が付記されております。ワイ 

ズメンズクラブに人が入らない、社会的に認知すらな 

くなってきている、活動が停滞しているなどの問題点、 

危機感がよく取り沙汰されています。＜次ページへ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
                                                       

2022年６月号 

THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y'S MEN'S CLUBS 

 

石巻広域クラブ通信  ＜№７０＞ 
THE Y’S MEN’S CLUBS OF ＧＲＥＡＴＥＲ ＩＳＨＩＮＯＭＡＫＩ 

ＣＨＡＲＴＥＲＥＤ ＭＡＹ２８，２０１６ 

 YMCA-ISHINOMAKI-CENTER 

KyuEikoyochienchinai2-12-3,Okaidokita, 

Ishinomaki, 986-0854,Japan 

〒986－0854 石巻市大街道北 2－12－3 

旧栄光幼稚園 2 階 YMCA 石巻センター 

電話 090-6252-7970(日野)090-2365-7940（清水） 

E-mail：gishinomaki@gmail.com     E-mail: koichi1839@outlook.jp 

＝＝ 2021－2022 年度 主題 ＝＝ 

クラブ会長  日野 峻「絆を深めて、共に喜びをもって活動しよう」 

北東部部長  南澤一右（仙台青葉城）[続]「変化を楽しみながら新生北東部を創ろう！」 
東日本区理事 大久保知宏（宇都宮）「私たちは次の世代のために何ができるか？」 

アジア太平洋地域会長 大野勉（神戸ポート）「100 年を超えて変革しよう」 

国際会長 キム・サンチェ（韓国)「世界とともにワイズメン」



 

   ＜今月の聖句＞ 

「うろたえてはならない。おののい

てはならない。あなたがどこに行っ

てもあなたの神、主は共にいる」 

＜ヨシュア記 1：9＞ 

 

（マタイ 5 章 6 節） 

 
 

 

 

 

 
 

＜強調月間＞ 今年度の評価と反省/ 次年度計画策定 

６月第一例会プログラム 

日時  ６月２４日（金）18:30～20:30 

 場所  石巻栄光教会礼拝堂 

 当番 石川光晴・清水弘一  

           司会 斎藤 勉 

１．開会点鐘             会長 日野 峻    

２．ワイズソング              一 同   

３．ゲスト・ビジター紹介           書 記 

４．会長あいさつ             日野 峻 

５．聖句朗読・食前感謝          川上直哉 

６．食事・懇談               一 同 

７．諸報告とアピール                        各担当 

８. ハッピーバースデー           会 長 

   6月 9日：関川祐一郎さん・阿部安子さん 

９．童話著書紹介   佐藤清吾さん・長沼利枝さん 

   「オシンコウ二皿ください」 

１０．ゲストスピーチ（小野和子様の紹介は 4 頁左上参照） 

児童文学者 宮城民話の会 小野和子 様 

テーマ：「 民 話 を 求 め て」           

１１．会長あいさつ         会長 日野 峻 

１２．ニコニコ                会 計 

１３．閉会あいさつと点鐘   次期会長 青木満里恵 

１４．記念撮影                    

１４． 

 

 

    

●本例会：毎月 第 4金曜日（18：30～20：30）●第 2例会（役員会）第 2金曜日 

 

会 長  日野 峻 

副会長  青木 満里恵 

 〃   石川 光晴 

書 記  清水 弘一 

会 計  櫻井 美智江 

直前会長 大林 健太郎 

担当主事 斎藤 勉 

 

 

 

5 月データ／6 月内容（東北・フクシマの旅、3.11 プロジェクト、理事通信等） 

例会出席 18 名 在 籍 会 員 数 22 名 各種記録 月実績 年度累計 

 メンバー 11 名 月 間 出 席 者 11 名 スマイル 13,849 円 98,003 円 

 ビジター 0 名 メーキャップ 1 名 ファンド 0 円 89,002 円 

 ゲスト 8 名 月 間 出 席 率 55％ BF 0 円 0 円 

 

「つなぐ」を『キーワーク』にして     

第 6 代会長 日野 峻 

 

mailto:gishinomaki@gmail.com
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＜前ページよりつづく＞ 

このことを、「つなぐ」というキーワード、活動とい

うワークから考察すると、その２つのベクトルは内向き

ではありませんか。内向きな仲良しクラブ活動では、外

部からの参入は望むべくもなく、ボランティア活動団体

との社会的な認識は得られないことは自明です。どうか

皆さん、ワークの付く言葉、活動は数多あります。出来 

ることを、出来る人が、出来る時にワークするという、

ボランティア活動の原点に立ち返ってみられてはいか

がでしょうか。 

 次の青木体制にバトンをつないで重責の務めを終わ

らせていただきます。皆様のご理解、ご協力に心より感

謝申し上げます。 

 

 

 

日 時 2022年 5月 27日（金）18：30～20:30 

場 所 YMCA石巻センター 

出席者 青木満里恵、川上直哉、石川光晴、石田信正 

大林健太郎、櫻井美智江、日野峻、斉藤勉（ｚ）、

清水弘一、関川祐一郎、千葉徳正、長沼利枝様・

小杉澄子様（3.11こども文庫） 

ビジター：小川圭一（東京世田谷クラブ、ｚ） 

ゲスト：久我真奈美様(バルカローレ・サンファ

ン代表)、千葉豊記様（石巻桃生ライオンズクラブ）

新井高広様（NPO法人ひたかみ水の里代表） 

坂本忠厚様（女川町教育委員会）、伊達宗弘様（登

米伊達家 16代当主）、石倉様（島根県、ｚ） 

１．開会点鐘                 会 長                                                               

２. ワイズソング               一 同                                   

３．ゲスト・ビジター紹介           書 記 

４．会長あいさつ              

５．聖句朗読・食前感謝         関川祐一郎 

６．食事・懇談                一 同 

７．ゲストスピーチと祝辞 

①NPO法人ひたかみ水の里 代表理事 新井 高広 様 

テーマ：「人の集う水辺を目指して」  

 ②上記テーマと共に 坂本忠厚 様 

 ③6周年を祝して 登米伊達家 16代当主伊達宗弘様 

８. 諸報告とアピール                     各担当 

  ①思い出のランドセルギフトプロジェクトについて 

 ②YMCA・事業委員会報告など 

９. ハッピーバースデー             会長 

   5/6 清水弘一さん、5/10木村孝禅さん、5/12関川 

いずみさん、5/16木村純さん、5/24千葉直美さん 

  5/27川上恵さん            

10. ニコニコ     13,849円     会計 櫻井美智江     

11. 閉会あいさつと点鐘    次期会長 青木満里恵 

 

 

 

 

 

 

    記念例会食事会     伊達宗弘さん祝辞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ↑ 前列左より千葉会長、日野会長、伊達宗弘さん 

   ゲストスピーカーの新井高広さん、坂本忠厚さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月記念例会報告 

 

 

＜5 月例会報告＞ 

2022 年 5 月 27 日（金）午後 6 時半から、例会が

行われました。クラブチャーター6 周年の「記念例

会」ということで、石巻桃生ライオンズクラブから

千葉豊記会長、バルカローレ・サンファンから久我

真奈美代表、そして伊達宗弘さんが、ご出席くださ

いました。 

 この日のゲストは「NPO 法人 ひたかみ水の里」

の新井高広さんと、坂本忠厚さんでした。「ひたかみ

水の里」の活動は、「3.11 子ども文庫」と繋がって

いました。2021 年 2 月 6 日の文庫での「震災絵本」

読み聞かせは、『波を乗り越えて――カヌーにかける

熱い思い――』でした。それは「牡鹿半島の津波の

記憶も生々しい子どもたちに、もう一度海と親しん

でもらうきっかけを作ろう」という活動を物語にし

たものでした。その活動の背後には、津波を受けて

激しく進行する過疎と少子化の中に細る故郷を見つ

める浜の人々の、その切ない思いがあったのでした。

今回、その活動を担った新井さんと、その活動を物

語としてまとめた坂本先生に、直接お話を伺ったこ

とでした。 

 その他、「人の集う水辺を目指して」と題したゲス

トスピーチの中で、新井さんからは、史跡としての

石井閘門のこと、そのそばで展開している「子ども

の居場所づくり」の活動のことなど、興味深いお話

をいくつもお伺いすることができました。また、ご

来賓のみなさまにはご祝辞やクラブへのエールも賜

り、充実した例会となりました。（川上） 
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日 時 2022 年 6 月 10 日（金）18:30～20:00 

場 所 YMCA 石巻センター 

出席者 日野 峻、青木満里恵、川上直哉、櫻井美智江 

清水弘一 

１．開会点鐘                日野会長                                                              

２.ワイズソング             一同                                  

３．会長あいさつ             日野会長                                 

４．軽食 

５．報告事項 

（１）2022年 5月第一例会の開催について 

 日 時 2022年 5月 27日（金）18：30～20:00 

 場 所 石巻センター 

内 容 前ページ報告の通り 

（２）3.11 こども文庫の開催について 

 日 時 2022年 5月 28日（土）13：30～15:00 

 場 所 石巻センター 

 内 容 読み聞かせ本：①おじさんのかさ ②ほうれ

んそうはないています ③あさになったので 

まどをあけますよ 

 参加者 長沼、郷内、鈴木、小松代、日野、川上、 

斎藤みや子、清水、子ども 1名、大人 2名 

（３）第 25 回東日本区大会について 

 日 時 2022 年 6 月 4 日（土）13 時～6 月 5 日（日）

12：30 

 場 所 ZOOM 形式で参加 

 参加者 日野会長、清水書記 

 表 彰 ①理事表彰「最優秀ブリテンクラブ賞」 

     ②メネット事業委員長より「3.11 子ども文 

庫の会」に支援金贈呈 

（４）思い出のランドセルの横浜港への搬入について 

 日 時 2022年 6月 5日（日） 

～6月 6日（月） 

 場 所 5日：桃生給食センター、 

石巻センターより積込み、 

出発 6日：横浜港倉庫搬入 

～仙台～石巻帰着 

 参加者 川上、中澤（仙台青葉城）、日野、長沼 

（５）第 25 回仙台 YMCA チャリティーゴルフ第 1 回 

 実行委員会の開催報告（清水ワイズ出席） 

 日 時 2022年 6月６日（月）19：00～20:30 

 場 所 仙台 YMCA 立町会館 203 

 内 容 ①開催日：2022 年 10 月 20 日（木）雨天決

行 ②会場：泉国際ゴルフ倶楽部 ③参加費

４,000 円（プレー代は各自払い）④主催：公

益財団法人仙台 YMCA) 

        ⑤共催：仙台・仙台青葉城・仙台広瀬川・石巻

広域ワイズメンズクラブ 

６．協議事項 

（１）2022年 6月第一例会の開催について 

日 時 2022年 6月 24 日（金）18：30～20:30 

場 所 石巻センター 

内 容 ゲストスピーカー 児童文学者 宮城民話の 

会 小野和子さん 

＜例会の流れ＞ 

・15：00：仙台自宅迎え川上、小松代（こども文庫の会） 

・17：00：懇談会（礼拝堂） 

・18：30：開会点鐘～ワイズソング～食事～諸報告～ 

ハッピーバースデー 

・19：00：童話集より「オシンコウ二皿ください」 

（佐藤清吾さん、長沼利枝さん） 

・19：15：小野さんスピーチ テーマ「民話を求めて」 

・20：00：会長のお礼のあいさつ 

・20：05：次期会長、閉会あいさつと点鐘  

・20：10：記念撮影 

・20：30～石巻センター出発（YMCA 斎藤車、同乗：

清水、郷内、鈴木） 

（２）次年度会長方針と実施計画について 

  7月の拡大役員会（7月 8日）において協議 

（３）3.11こども文庫の開催について 

 日 時 2022年 7月 2日（土）10：30～15：30 

 場 所 石巻センター 

   読み聞かせ本：「希望の牧場」「ともだちくるかな」 

 その他 七夕飾り、新聞遊び 

（４）石巻平和を祈る七夕 2022の開催について 

 展示期間 2022年 8月 1日～2022年 8月 10日 

 展示場所 ①イトーヨーカドー石巻あけぼの店②石 

巻栄光教会旧幼稚園園舎前③鮎川くじらの 

しっぽ又はホエールタウンおしか 

④マルホンまきあーとテラス石川珈琲店 

 準 備 会 2022年 6月 15日（水）14時～16時 

     場所：石巻センター 

（５）YMCA ストレッチヨガの開催について 

 日 時 2022 年 6 月 15 日（水）10 時～11 時 30 分 

 場 所 石巻市営新蛇田集会所 

（６）6月号クラブ通信原稿の提出要請（清水書記） 

                                   

７．閉会あいさつと点鐘        日野会長 

                             

                                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月拡大役員会報告 

 

■ 今後のクラブスケジュール （６～８月） 

仙台 YMCA 会員大会 6 月 25 日(土) YMCA 立町会館 

3.11 こども文庫の会 7 月 2 日(土) 石巻センター 

7 月拡大役員会 7 月 8 日(金) 〃 

クラブ 2022-2023 総会 7 月 22 日(金) 〃 

北東部評議会 7 月 23 日(土) ZOOM 

8 月拡大役員会 8 月 12 日(金) 石巻センター 

8 月第一例会 8 月 26 日(金) 石巻センター 

東日本区臨時代議員会 〃 ZOOM 
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         3.11こども文庫実行委員会 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 11 月にスタートした 3.11 こども文庫は、

新型コロナ感染の影響を受けながらも 5 月 28 日

（土）14 回目を迎えた。今回の読み聞かせは（１）

おじさんのかさ（さのようこ、銀河社刊）（２）あさ

になったので まどをあけますよ（荒井良二、偕成

社刊）そして震災のお話しは（３）ほうれんそうは

ないています（鎌田寛・文 長谷川義史・絵、ポプ

ラ社）の 3 冊をオンラインで繋ぎながら行いました。 

前回、お母さんとおばあちゃんと一緒に参加した

小学 3 年生の佐藤龍我君、今回も元気に参加してく

れました。そして次回開催の 7 月 2 日には自分も絵

本の読み聞かせをすると約束して帰りました。 

YMCA ストレッチヨガ教室 

小野和子さんプロフィール 

1934 年（昭和 9 年）岐阜県高山市 

生まれ。東京女子大学日本文学科 

卒業、1958 年から宮城県仙台市に 

住み、宮城県内で民話を採集記録、 

再話する。1975 年、「宮城民話の会」 

を設立。ほか児童文学の翻訳多数。 

 

 

 

 

 

 

 

3.11 メモリアルプロジェクト                     

3.11 こども文庫（第 14 回） 

しかし、後日、ご家族が横浜に転居することになり

7月2日の会には参加できないことが分かりました。

そのことを知った文庫の会の斎藤みや子さん、龍我 

君が読みたがっていた絵本を自宅に届けたそうで

す。龍我君はその絵本をおばあちゃんに読んで聞か

せ、おばあちゃんは涙を流しながら孫の読み聞かせ

を聴いていたそうです。オンラインには東京クラブ

の佐藤茂美さん、石丸リトミック教室（国立市）の

皆さんが多数参加してくださいました。 

 

  

 

4 月 6 日以来約 2 ヶ月振りに「パート 28」のヨガ

教室が新蛇田集会所で行われた。新型コロナの感染

も落ち着きを戻して来たので感染対策を取りつつ

10 名の人数制限を解き、終了後のお茶会も時間を短

縮して行われ、参加人数は 13 名と賑わった。次回

は 8 月 31 日（水）に同集会所で行われます。 

 

 

3.11 メモリアルプロジェクト                     
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                                 東北ヘルプ 川上 直哉（石巻広域） 

2022 年 5 月号のブリテン 5 ページに報告しました通り、2022 年 4 月 25 日（月）～26 日（火）と、5 月 3 日

（火）に、「被災地・東北・フクシマの旅」のモニターツアーを催行しました。今回、この二つの旅の後者「被

災地・フクシマの旅」について、もう少し詳しい報告を致します。 

 旅のテーマは「世界は灰色であることを知る」でした。津波の被災地である海岸線を、まず私たちは自動車で

走りました。そこには漁村があったはずでしたが、今はがれきも撤去され、巨大な公園が造成されつつありまし

た。大地が動いてアスファルト舗装の道路が裂けた場所がありました。それは福島第一原発が見える場所でした。

そこに、「カエル」の石像がありました。「帰りたい」「帰れない」という土地の人々の思いを、示していました。

でも、その「街のあった場所」に、新しい芽が生えていました。人間の無責任を他所に、あるいは、それを黙っ

て引き受けて、新しい命が、芽吹いていたのでした。そして、そこからほど近い高台では「空飛ぶクルマ」が 

実用化に向けて実験を続けていました。私たちは双葉町の「伝承館」を訪ねて、そのことを明るくディスプレイ

しているのをジッと見つめたのでした。 

私には忘れられない一つの記憶がありま 

す。この同じ双葉町の、だれもいない野原 

に立って、「70μSv/h」を手許の測定器で 

確認したことがあるのです（「0.3μSv/h」 

で、人は退避しなければならないのです。 

それはたしか、2013 年のことでした。 

その前にも、それ以降も、私は、瓦礫も手 

付かずだったあの場所に、何度も何度も、

立ちました。今、時間がたって、そこに人は生きている。除染しても「仕切れない」この場所に、しかし人は、

確かに今、生活している。そのこと自体が、道義的には、やっぱり「おかしい」と、実感するのですが、でも、

事実、そこには命が残されて――言葉がうまく出てきません。実に、釈然としないのです。それが、つまり、原

子力被災地です。それはきっと、この世界は「灰色」であるという受け容れ難い事実を、私たちに突きつけてい

る。その現実に、慣れることは、なさそうです。でも、その剥き出しの不条理に、たとえばクリスチャンである

私は、はっきり十字架を見る。その向こう側に復活を望見しながら。LED のようにギラギラしている人為的な

灯に、目を奪われないよう、気をつけながら。 

 言葉にならない不条理の、その正体の影だけでも、また、 

見つめることができた。それはきっと、大切な学びでした。 

 私は、いつも意識して「福島」と「フクシマ」を使い分 

けることにしています。福島原発事故の被災地は、福島県 

の県境をはるかに越えて広がっている、はずです。その全体 

を指す時には、必ず「フクシマ」と表記しています。この 

意味での「フクシマ」は、私たちに、「世界は灰色である」 

ことを、はっきりと示している。私たちの足元に広がるその 

現実に気づく、良いツアーが組みあがったと、企画担当者と 

して、感謝を深めています。（街のあった場所に新しい芽➡） 

 

 

 

 

 

「被災地・東北・フクシマの旅」（２） 

 

原発を見つめるカエルの像 

  

空飛ぶクルマのディスプレイ 
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               担当主事 斎藤 勉 

① 仙台 YMCA 大会 

6 月 25 日（土）に YMCA 大会が開催されます。 

会場：仙台 YMCA 立町会館 4 階ホール 

時間：14：00～15：30 

② 夏季ユースリーダー委嘱状授与式 

7 月 2 日（土）に YMCA 立町会館にて標記授与式が開催され

ます。この夏 YMCA のプログラムに参加し子どもたちのサポ

ートをしてくれます。ワイズのみなさんにもご出席いただきリ

ーダーの皆さんを励まし、交流の機会をお持ちいただければと

思います。時間：11：00～12：30 となります。 

 

 

 

 

 

Y M C A報 告 

 

 

 

東日本区では『動画で分かるワイズメン

ズクラブ』の QR コードを作成しまし

た。ご友人などお知り合いの方にぜひご

活用下さい。カードの追加は清水書記迄

お申し出ください。 


